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1. はじめに 

近年，スマートフォンが普及し重要なプラットフ

ォームとなっている．特に Android スマートフォ

ンは世界的に高いシェアで普及しており，特に重要

なプラットフォームとなっている．よって，同プラ

ットフォームの性能向上は，重要な課題であると言

える．アプリケーションの起動時間はユーザーエク

スペリエンス向上のための重要な要素の一つであ

る．しかし，一部のアプリケーションでは起動時間

が非常に長いという問題がある． 

本稿では，アプリケーションライフサイクルに着

目し，アプリケーションライフサイクルの中でもア

プリケーションの起動に関わる処理である

onCreate()，onStart()，onResume()での各処理時

間の解析手法を提案する． 

2. 関連研究 

関連研究として Android アプリケーション起動

時間の評価1)2)がある．この研究では，onCreate()

などの一部の処理の時間の取得は達成されている

が，onResume()の処理の時間などは取得できてお

らず，網羅的にアプリケーション起動時間を観察す

ることはできない． 

本稿で提案する手法は，onResume()の処理の開

始時刻，終了時刻(そしてこれらから計算される処

理時間)も含めて取得するため，ライフサイクルに

おけるアプリケーション開始処理の時間を網羅的

に解析することができる． 

文献3)4)にて，Android OS のカーネル内部の処

理をモニタリングする手法が提案されているが，ア

プリケーション起動時のライフサイクルの観察は

実現されていない．ただし，当該手法を用いて本稿

の提案手法を拡張することにより，さらに詳細な観

察が可能になると期待できる． 

3. Androidアプリケーションライフサイクル 

Android においてアプリケーションの起動要求

を発行すると，ActivityManager へ起動要求の

Intent が送出され，Zygote プロセスがアプリケー

ションプロセスをフォークし，アプリケーションプ

ロセスが初期化され，アプリケーションライフサイ

クルの onCreate()，onStart()，onResume()が実行

される． 

アプリケーションライフサイクルは図 1 アプ

リケーションライフサイクルの通りである．図のよ

うにアプリケーションライフサイクルにはアクテ

ィ ビ テ ィ の 開 始 に 関 わ る メ ソ ッ ド で あ る

onCreate()，onStart()，onResume()，onRestart()

と，アクティビティの終了に関わるメソッドである

onPause()，onStop()，onDestroy()が存在する． 

4. 提案手法 

本章にて，Android アプリケーションの起動時

に実行されるライフサイクル処理にかかる時間の

解析手法を提案する． 

アプリケーションの onCreate()や onStart()のメ

ソッドがよばれると，Android アプリケーションフ

レ ー ム ワ ー ク Activity.java の onCreate() や

onStart()のメソッドが呼び出される．そこで，提

案手法では Activity.java 内のこれらメソッドが開

始された時刻を取得し，ログに記録するようにする．

開 始 さ れ た時 刻 の 取得は ， Activity.java の
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図 1 アプリケーションライフサイクル 
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onCreate()や onStart()の最初の行に時刻取得メソ

ッド(System. currentTimeMillis())を記述するこ

とにより実現できる． 

アプリケーションの onResume()メソッドは，

Instrumentation.java 内 callActivityOnResume()

メソッド内で呼ばれるため，同メソッド内における

アプリケーションの onResume()メソッド呼び出し

の直前と直後の時刻を取得するようにする． 

これらの時刻の取得により，アプリケーションの

onCreate()，onStart()，onResume()に要した時間

が計測可能となる．Activity.java の onCreate()の開

始時刻から onStart()の開始時刻までが，アプリケ

ーションの onCreate()メソッドに要した時間であ

る．同様に，Activity.java の onStart()開始から

callActivityOnResume()内のアプリケーション

onResume()呼び出しの直前までの時間が，アプリ

ケーション onStart()に要した時間である．そして，

アプリケーション onResume()呼び出しの直前と直

後の時間がアプリケーションの onReume()処理に

要した時間である． 

5. 解析結果 

前章の提案解析手法を用いて，実アプリケーショ

ンの起動時間の解析を行い，提案手法の有効性を検

証した．起動時間の計測を行ったアプリケーション

は，Android 標準ブラウザ，Gmail，Google 翻訳，

Google カレンダーの 4 つである．それぞれのアプ

リケーションで 3 回ずつ測定をした．図 2 起動時

間解析結果の計測結果を示す．縦軸は，各アプリケ

ーションの各処理に要した時間の平均である． 

図 2 起動時間解析結果から，Gmail を除くアプ

リケーションにおいて，onCreate()が最も時間を要

しており onStart()や onResume()には殆ど時間を

要さないことが分かる．この傾向が最も顕著に表れ

ているのはブラウザであり onCreate()での時間も

他のアプリケーションと比べ著しく長くなってい

る． Gmail はこの傾向がなく， onCreate()と

onStart()が短く，onResume()にかかる時間が非常

に長くなっている．これらの解析結果から，アプリ

ケーション開始の各ライフサイクルに要する時間

は異なることが分かる．また，提案手法により，ア

プリケーションごとの開始処理の特徴を観察でき

ることが分かった． 

6. おわりに 

本稿ではアプリケーションライフサイクルに着

目し，Android アプリケーションの起動時間の解析

システムを提案した．そして，実アプリケーション

の起動時間の解析結果を示し，提案システムの有効

性を示した．実験の結果，アプリケーションによっ

て起動時間の傾向に違いがあることが分かり，提案

手法の有効性が確認された． 

今後は，より多くのアプリケーションでの実験や，

カーネル内部の動作の観察の実現を行う予定であ

る． 
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図 2 起動時間解析結果 

 


